
は
じ
め
に

初
代
中
村
七
三
郎
（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
〜
宝
永
五
年
〈
一
七
○
八
〉）
は
、

貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
三
月
、「
丹
前
姿
鏡
」（
市
村
座
）
の
丹
前
踊
り
で
大
当

た
り
を
取
り
、
初
代
市
川
団
十
郎
、
同
中
村
伝
九
郎
と
と
も
に
「
関
東
三
幅
対

�
�
�

の
名
物
男
」（『
役
者
舞
扇
子

�
�
�
�
�

』
元
禄
十
七
年
〈
一
七
〇
四
〉
四
月
刊
）
と
称
さ
れ
た
、

元
禄
期
を
代
表
す
る
役
者
で
あ
る
。

「
中
村
殿
は
花
を
も
つ
ぱ
ら
に
し
て
、
花
車
ふ
う
り
う
を
専
に
し
給
ふ
名
人
。

団
十
郎
殿
は
実
を
も
つ
ぱ
ら
に
し
て
、
あ
ら
事
田
夫
な
芸
を
専
に
し
給
ふ
名
人

也
」（『
役
者
略
請
状

�
�
�
�
�
�

』
同
十
四
年
三
月
刊
）
と
、
特
に
団
十
郎
と
は
和
事
師・荒
事

�
�
�
�

師
と
し
て
の
芸
風
を
対
称
化
さ
れ
た
が
、
飯
島
満
氏

�
�
�

に
よ
る
と
、
七
三
郎
が
評

判
記
「
江
戸
」
の
項
の
巻
頭
を
飾
っ
た
回
数
は
『
役
者
口
三
味
線
』（
同
十
二
年

三
月
刊
）
以
降
『
役
者
色
将
棊
大
全
綱
目
』（
宝
永
五
年
〈
一
七
〇
八
〉
二
月
刊
）

ま
で
で
通
算
十
一
回
、
次
席
に
甘
ん
じ
た
の
は
『
役
者
万
石
船
』（
元
禄
十
四
年
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初
代
中
村
七
三
郎
と
俳
人
の
交
流
圏

稲
葉
有
祐

─
─
要
旨

初
代
中
村
七
三
郎
は
元
禄
期
を
代
表
す
る
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
。
少
長
と
号
し

て
俳
諧
を
嗜
み
、
物
故
の
際
に
は
追
善
集
『
の
こ
る
露
』
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
同
書
が
無
名
作
家
に
よ
る
小
冊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
三
郎
は
当
時
の

江
戸
俳
壇
の
中
心
か
ら
離
れ
た
存
在
だ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
元
禄
期
の
俳
書
を
調
査
し
、
句
の
贈
答
や
入
集
状
況
等
を
も
と
に
、

そ
の
交
流
圏
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
七
三
郎
が
江
戸
俳
壇
の
中
心
人
物
で
あ
る
蕉

門
の
其
角
と
親
交
を
持
ち
、
ま
た
、
当
時
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
調
和
や
不
角
ら

の
周
辺
俳
人
と
も
交
流
、
ま
た
京
俳
人
や
、
其
角
門
で
も
あ
っ
た
赤
穂
浪
士
ら
と

も
近
い
距
離
に
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
は
、
本
調
査
に
よ
り
、
原

本
は
所
在
不
明
な
が
ら
、
断
片
的
な
記
事
か
ら
、『
の
こ
る
露
』
以
外
に
も
江
戸
俳

壇
の
重
鎮
ら
に
よ
る
追
善
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
七
三
郎
を
モ
デ
ル
と
し
た
浮
世
草
子
、
後
代
の
役
者
に
よ
る
顕
彰
、
都
市
江

戸
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
化
と
い
う
問
題
も
併
せ
て
考
察
す
る
。



〈
一
七
〇
一
〉
三
月
刊
）・『
役
者
二
挺
三
味
線
』（
同
十
五
年
三
月
刊
）
の
僅
か
二
回

で
あ
る
。
団
十
郎
を
遥
か
に
凌
ぐ
人
気
を
誇
り
、「
お
江
戸
立
役
の
開
山
」（『
役

者
友
吟
味
』
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
三
月
刊
）
と
位
置
付
け
ら
れ
た
七
三
郎
は
、

江
戸
歌
舞
伎
界
の
中
で
も
殊
に
際
立
つ
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
七
三
郎
が
少

�
小
�

長
と
号
し
、
俳
諧
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
は
、
志
田
義

秀
氏

�
�
�

に
よ
っ
て
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
確
認
し
た
作
は
次
の
四
句
で
あ

る
。

白
魚
は
い
づ
れ
へ
う
つ
る
角
盥
　
　
　
　
  小
長

（『
華
担
籠

�
�
�
�
�

』
享
保
十
二
年
〈
一
七
二
七
〉
成
、
同
十
四
年
刊
）

恋
や
せ
む
弥
陀
や
唱
む
け
ふ
の
月

古
少
長

（『
犬
新
山
家
』
同
十
八
年
奥
）

梅
華
菜
種
は
何
を
飾
る
や
ら
　
　
　
　
　

古
少
長

（『
東
風
流

�
�
�
�
�

』
宝
暦
六
年
〈
一
七
五
六
〉
刊
）

三
囲

�
�
�
�

や
浅
く
咲
た
る
初
ざ
く
ら
　
　
　
　
  少
長

（『
古
今
役
者
四
季
発
句
合

�
�
�
�
�
�

』
同
年
刊
）

そ
し
て
、
七
三
郎
物
故
の
際
に
上
梓
さ
れ
た
の
が
追
善
集
『
の
こ
る
露

�
�
�

』（
宝
永

五
年
〈
一
七
〇
八
〉
刊
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
俳
人
達
と
の
交
流
が
看
取
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
志
田
氏
は
同
書
に
つ
い
て
「
小
冊
で
あ
る
上
に

甚
だ
投
げ
や
り
な
出
来
。
少
長
の
遺
句
も
な
け
れ
ば
名
の
通
っ
た
俳
人
の
悼
句

も
な
い
。
製
本
や
板
下
も
粗
末
」
と
述
べ
、
江
戸
の
役
者
俳
人
の
嚆
矢
と
さ
れ

る
初
代
団
十
郎
（
俳
号
、
才
牛

�
�
�

）
の
二
十
七
回
忌
集
『
父
の
恩
』（
享
保
十
五
年

〈
一
七
三
〇
〉
刊
）
の
豪
華
さ
と
比
較
し
な
が
ら
、「
生
前
は
句
作
は
同
等
く
ら
い

に
見
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
才
牛
ほ
ど
少
長
は
注
目
を
引
か
な
か
っ
た

か
」
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
今
泉
準
一
氏

�
�
�

は
「
集
中
の
作
者
名
を
見
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
無
名
の
作
家
」
で
あ
り
、「
と
に
か
く
、
中
村
七
三
郎
と
云
え
ば
、
団

十
郎
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
名
優
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
地
味
な

追
悼
集
」
と
評
し
て
い
る
。
す
る
と
、
七
三
郎
は
当
時
の
江
戸
俳
壇
の
中
心
か

ら
は
離
れ
た
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
か
つ
て
、
団
十
郎
・
伝
九
郎
ら
と
も
交
流
の
あ
っ
た
蕉
門
の
其
角

�
�
�

と

そ
の
門
流
の
活
動
を
追
う
こ
と
で
、
江
戸
俳
諧
と
役
者
と
の
繋
が
り
を
考
察
し

た
こ
と
が
あ
る

�
�
�

。
旧
稿
を
承
け
つ
つ
、
本
稿
で
は
交
流
圏
と
い
う
視
座
か
ら
、

七
三
郎
の
俳
壇
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

一
、
七
三
郎
の
上
京
と
餞
別
吟

七
三
郎
は
延
宝
期
の
立
役
、
天
津
七
郎
右
衛
門
を
父
と
し
て
寛
文
二
年
〈
一

六
六
二
〉
に
生
ま
れ
る

�
�
�

。
中
村
座
に
所
縁
の
あ
る
役
者
で
、
当
初
は

『
野
郎
三
座
詫

�
�
�
�
�
�
�
�

』（
貞
享
元
年
〈
一
六
八
四
〉
三
月
刊
）
に
「
若
女
の
き
り
や
う
を

み
が
き
給
ふ
」
と
記
さ
れ
て
挿
絵
に
も
描
か
れ
る
等
、
女
形
に
扮
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
立
役
と
な
り
、
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
三
月
、「
丹
前

姿
鏡
」
の
丹
前
踊
り
で
人
気
を
博
し
た
。
丹
前
と
は
、
美
麗
を
尽
く
し
た
風
呂

屋
、
特
に
神
田
の
松
平
丹
後
守
上
屋
敷
前
の
風
呂
屋
に
通
う
伊
達
男
・
侠
客
の
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派
手
な
風
俗
で
、「
丹
後
守
前
」
を
略
し
た
呼
称
で
あ
る
（『
昔
々
物
語
』
元
禄
二

年
〈
一
六
八
九
〉
序
）。
丹
前
は
舞
台
の
演
技
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、『
野
郎
役
者

風
流
鏡
』（
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
七
月
刊
）
中
、
七
三
郎
の
項
に
「
お
よ
そ
丹

前
ふ
う
の
み
な
も
と
と
は
、
た
れ
い
わ
ぬ
も
の
な
し
。
た
て
が
み
に
て
と
う
せ

い
り
う
の
白
つ
か
を
十
も
ん
じ
に
さ
し
こ
な
し
、
橋
懸
り
を
一
ふ
り
ふ
つ
て
出

給
ふ
有
様
は
、
ど
う
と
も
こ
ふ
と
も
申
さ
れ
ぬ
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
立
髪

で
当
世
流
の
長
い
白
柄
の
大
小
（
刀・脇
差
）
を
十
文
字
に
差
し
、
六
方
を
踏
む

七
三
郎
の
丹
前
を
評
判
し
た
も
の
で
、【
図
版
Ⅰ
】『
風
流
四
方

�

�

屏
風
』（
元
禄
十
三

年
〈
一
七
〇
〇
〉
刊
）
に
は
鳥
居
清
信
に
よ
っ
て
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
丹
前
姿
鏡
」
と
同
月
の
上
演
に
な
る
「

初
恋
曽
我
四
番
続
」

（
市
村
座
）
で
曽
我
十
郎
祐
成
を
演
じ
て
和
事
師
と
し
て
の
芸
風
を
確
立
、
そ

の
地
位
を
決
定
的
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
間
、
七
三
郎
は
貞
享
四
年
〈
一
六
八

七
〉
に
中
村
座
を
退
座
し
、
翌
五
年
に
市
村
座
で
一
年
間
勤
め
て
お
り
、
後
、

山
村
座
へ
移
り
、
宝
永
元
年
〈
一
七
〇
四
〉
に
中
村
座
に
戻
る
ま
で
の
十
三
年

間
、
座
元
同
然
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

�
�
�

─
─
当
時
、
江
戸
の
四
座

は
堺
町
（
中
村
座
）・
葺
屋
町
（
市
村
座
）・
木
挽
町
五
丁
目
（
山
村
座
・
森
田
座
）

に
あ
っ
た
─
─
。
と
は
い
え
、『
役
者
大
鑑
』（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉
二
月
刊
）

に

江
戸
の
座
も
と
が
取
は
な
さ
ぬ
ゆ
へ
、
京
ぶ
た
い
を
ふ
み
た
ま
は
ぬ
が
き

の
ど
く
。
そ
れ
ゆ
へ
上
々
の
役
者
と
思
へ
ど
も
、
上
文
字
で
こ
ら
へ
ま
す

る
。
是
非
上
々
と
よ
ば
れ
た
く
ば
、
京
ぶ
た
い
を
ふ
み
給
べ
し
。
い
か
に

し
て
も
男
の
つ
き
よ
く
、
京
む
き
の
役
者
な
り
。

鎌
倉
五
人
女

若
殿
原
楽
遊

と
あ
る
よ
う
に
、
上
方
行
き
を
待
望
さ
れ
て
も
い
た
。
諏
訪
春
雄
氏

�
�
�
�

は
美
男
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、「
京
都
で
は
廓
の
場
面
な
ど
で
見
せ
る
、
ぬ
れ
、
や
つ
し
と

い
っ
た
演
技
に
堪
能
で
あ
る
こ
と
が
、
立
役
に
対
す
る
評
価
の
一
基
準
と
し
て
、

非
常
に
重
ん
じ
ら
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。
鳥
越
文
蔵
氏

�
�
�
�

に
よ
る
と
、
七
三
郎
の

芸
に
は
「
荒
事
」・「
う
れ
い
事
」・「
軽
業
」・「
傾
城
事
」・「
実
事
」・「
所
作

事
」・「
セ
リ
フ
」・「
丹
前
」・「
鳴
物
」・「
濡
事
」・「
半
道
」・「
武
道
」・「
振
出

し
」・「
本
間
事
」・「
や
つ
し
事
」・「
六
方
」
の
十
六
種
が
あ
り
、
中
で
も
「
ぬ

れ
ご
と
の
か
い
さ
ん
、
京・大
坂
に
も
、
非
類
な
る
上
手
と
し
る
べ
し
」（『
役
者

大
鑑
』）
と
評
さ
れ
た
濡
事
が
得
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
元
禄
九
年

〈
一
六
九
六
〉
正
月
、「
不
破
名
古
屋
初
冠
」（
山
村
座
仮
小
屋
）
の
山
三
郎
役
で
大

評
判
を
得
た
後
の
翌
十
年
、
京
早
雲
座
に
招
か
れ
、
一
年
間
の
上
京
を
果
た
す

こ
と
と
な
る
。
出
立
に
あ
た
り
、
江
戸
俳
壇
の
中
心
人
物
、
蕉
門
の
其
角
が
次

の
餞
別
句
二
句
を
贈
っ
て
い
る
。
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餞
少
長
上
京

う
ら
枯
に
花
の
袂
や
女
ぼ
れ
　
 （『
五
元
集
』
延
享
四
年
〈
一
七
四
七
〉
刊
）

中
村
少
長
、
夫
婦
連
に
て
上
京
せ
し
時

山
鳥
も
人
を
う
ら
や
む
旅
寝
哉
 （
同
「
拾
遺
」）

「
う
ら
枯
に
」
句
は
、
木
々
の
枝
先
や
葉
先
が
枯
れ
て
、
荒
涼
寂
莫
た
る
光
景

の
中
、
華
々
し
く
、
颯
爽
と
上
方
へ
と
旅
立
っ
て
い
く
姿
に
、
女
性
た
ち
は
夢

中
に
な
る
と
の
意
で
、
七
三
郎
が
「
好
色
第
一
の
つ
や
男
」（『
役
者
大
鑑
』）・

「
女
殺
伊
達
濡
随
一
」（『
雨
夜
三
盃
機
嫌
』
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
正
月
刊
）
等

と
評
判
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
の
吟
で
あ
ろ
う
。『
役
者
大
鑑
』（
同
八
年
正
月
刊
）

に
は
「
も
と
よ
り
お
と
こ
つ
き
き
れ
い
に
し
て
、
こ
わ
い
ろ
に
ま
で
し
ぜ
ん
と

ぬ
れ
を
ふ
く
み
、
ぼ
つ
と
り
と
に
く
げ
の
な
き
し
だ
し
な
れ
ば
、
女
中
の
す
く

も
ど
う
り
也
」
と
紹
介
さ
れ
る
。「
山
鳥
も
」
句
は
、
仲
睦
ま
じ
い
夫
婦
で
の
上

京
の
旅
路
を
、
柿
本
人
麿
の
「
あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し

夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
三
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

雌
雄
別
れ
て
夜
を
過
ご
す
と
い
う
独
り
寝
の
山
鳥
は
さ
ぞ
羨
む
で
あ
ろ
う
と
の

意
。
七
三
郎
の
妻
は
、
中
村
勘
三
郎
の
娘
で
あ
っ
た
と
い
う

�
�
�
�

。
伊
達
男
の
面
目

躍
如
た
る
餞
の
句
々
と
い
え
る
。

両
者
の
交
流
圏
の
一
端
が
窺
え
る
の
が
、
里
圃

�
�
�
�

の
編
著
『
誹
諧
翁
草
』（
同
九

年
刊
）
で
あ
る
。
其
角
は
発
句
九
他
が
入
集
、
そ
の
内
の
一
に
芝
居
に
関
連
す

る
「
花
さ
そ
ふ
桃
や
か
ぶ
き
の
脇
お
ど
り
」
句
が
掲
載
さ
れ
る
。「
脇
お
ど
り
」

と
は
、
幕
開
け
の
三
番
叟
に
続
き
、
本
狂
言
の
前
に
演
じ
ら
れ
た
祝
言
的
・
儀

礼
的
な
要
素
の
強
い
踊
り
で
、
句
は
、
本
狂
言
を
導
く
脇
踊
り
は
桜
を
開
花
に

誘
う
桃
の
花
の
よ
う
だ
と
の
意
。
そ
し
て
、
同
書
に
は
「
苞�

�
に
釣

ル
赤
子
は
桃

の
花
見
哉
　
小
長
」
の
句
が
載
る
。「
苞
」
は
竹
や
藁
、
縄
等
で
編
ん
で
四
隅
に

紐
を
付
け
た
運
搬
用
具
の
こ
と
。
そ
の
苞
を
揺
り
籠
代
わ
り
に
し
た
赤
子
が
、

あ
た
か
も
花
見
の
如
く
桃
の
花
を
愛
で
て
い
る
よ
う
だ
と
の
句
で
、
前
述
志
田

氏
に
は
言
及
が
な
い
が
、
七
三
郎
の
作
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
後
も
其
角
は
「
少
長
が
宅
普
請
の
時
に
」（「
き
ね
が
さ
き

�
�
�
�

」『
類
柑
子

�
�
�
�
�

』
宝

永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
跋
）
云
々
と
新
宅
普
請
の
折
に
訪
問
す
る
等
交
流
を
続

け
、
門
人
ら
に
は
「
団
十・勘
三・七
三・伝
九・平
九
、
山
村
へ
、
幸
左
衛
門
・

伝
吉
と
入
組
申
候
」（「
元
禄
十
七
年
〈
一
七
〇
四
〉
三
月
十
日
付
紫
紅
宛
書
簡
」）

と
、
顔
見
世
の
様
子
を
報
告
し
て
い
る
。
毎
年
十
一
月
の
顔
見
世
は
各
座
に
お

け
る
新
規
顔
ぶ
れ
の
お
披
露
目
興
行
で
あ
り
、
江
戸
人
士
の
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
其
角
に
「
顔
み
せ
や
暁
い
さ
む
下
邳
の
橋
」（『
五
元
集
』）
と
の
句
が

あ
る
。『
史
記
』
や
謡
曲
「
張
良
」
等
で
知
ら
れ
る
張
良
と
黄
石
公
の
故
事
を
踏

ま
え
、
早
朝
か
ら
勢
い
込
ん
で
、
下
邳
の
橋
な
ら
ぬ
顔
見
世
に
向
か
う
客
の
心

境
を
活
写
す
る
句
で
あ
る
。
其
角
は
上
京
当
時
七
三
郎
の
所
属
し
て
い
た
山
村

座
の
所
在
地
で
あ
る
木
挽
町
に
つ
い
て
、「
十
三
夜
を
／
や
よ
や
月
夜
は
物
な
き

木
挽
町
」（『
五
元
集
』）
と
詠
み
、「
や
よ
や
」
と
十
三
夜
の
月
に
呼
び
掛
け
つ
つ
、

芝
居
町
の
昼
間
の
賑
わ
い
か
ら
一
転
し
た
、
静
寂
な
木
挽
町
の
夜
景
も
描
き
出

し
て
い
る
。

元
禄
期
の
江
戸
俳
壇
は
其
角
・
嵐
雪
ら
蕉
門
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
露
沾

系
の
沾
徳
が
加
わ
り
つ
つ
、
調
和
・
不
角
ら
の
よ
う
に
、
前
句
付
に
転
向
し
な

が
ら
も
勢
力
を
保
つ
宗
匠
ら
が
複
雑
に
入
り
乱
れ
る
状
況
を
呈
す
る
。
そ
の
中

で
、
艶
士
編
『
水
ひ
ら
め
』（
同
十
一
年
刊
）
は
七
三
郎
の
位
置
を
考
え
る
上
で
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重
要
な
俳
書
で
あ
る
。
同
書
は
編
者
が
露
言
（
調
和
門
、
後
、
露
沾
門
）
門
か

ら
調
和
門
に
転
じ
た
際
の
記
念
集
で
、
艶
士
と
青
洋
（
調
和
門
）
に
よ
る
餞
別

句
及
び
七
三
郎
の
返
句
に
よ
る
次
の
一
連
が
あ
る
。

中
村
小
長
上
京
餞
別
二
句

古
郷
を
何
に
な
れ
と
や
秋
の
風
　
　
艶
士

薄
紅
葉
甘
イ
酒
に
て
思
出
せ
　
　
　
青
洋

上
京
と
て
申
残
す

秋
風
の
ミ
を
入
て
こ
そ
置
土
産
　
　
小
長

艶
士
は
江
戸
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
ず
、
京
で
精
一
杯
活
躍
し
て
く
る
よ
う
に
と

激
励
し
、
青
洋
は
白
居
易
の
詩
「
寄
︲
題

�
下

送
�

二

王
十
八
 �

帰�
�

一
レ
山
 �

仙
遊

寺
 �
上

」
の
一
節
「
林
間
 �

煖
 �
レ
酒
 �

焼
 �
二
紅
葉
 �
一
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
上
方
の
甘

い
酒
を
飲
ん
で
は
江
戸
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
送
り
出
す
。「
京
師
 �

酒
 �

雖
レ
良
 �

甜
過
 �

、
上
戸
 �

不
 �
レ
好
 �

者
多
 �

」（『
和
漢
三
才
図
会
』
正
徳
二
年
〈
一

七
一
二
〉
序
）
と
、
京
都
の
酒
は
甘
口
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
七
三
郎
は
そ
れ

ら
に
対
し
、「
秋
風
は
身
を
わ
け
て
し
も
吹
か
な
く
に
人
の
心
の
そ
ら
に
な
る
ら

む
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
・
紀
友
則
）
の
よ
う
に
、
秋
風
は
人
の
身
を
分
け
、

心
の
中
に
入
り
込
む
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
秋
に
な
る
と
「
飽
き
」
て
し
ま
っ

て
思
い
が
上
の
空
に
な
る
と
歌
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
人
に
飽
き
ら
れ
ぬ
よ
う
、

身
を
入
れ
、
一
所
懸
命
に
務
め
て
き
ま
す
と
応
え
、
旅
立
っ
て
い
く
。

艶
士
は
調
和
系
の
中
で
も
蕉
門
に
近
し
く
、『
水
ひ
ら
め
』
に
は
其
角
の
句
十

九
が
入
集
、「
秘
蔵
が
る
鍋
の
軽
さ
や
筑
摩
汁
　
其
角
／
蒲
団
を
四
ツ
に
折
て
上

段
　
艶
士
」
以
下
、
岩
翁
・
尺
草
・
常
陽

�
�
�
�

・
松
貢
・
山
夕
・
執
筆
に
よ
る
世
吉
が

載
る
。
ま
た
、
京
大
原
を
舞
台
と
す
る
其
角
の
俳
文
「
小
原
木
の
詞
」
や
嵐
雪

の
「
京
に
て
／
蒲
団
着
て
寝
た
る
姿
や
東
山
」
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
一
部
、

七
三
郎
の
上
京
に
併
せ
た
編
集
・
構
成
が
な
さ
れ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
七
三

郎
は
其
角
ら
蕉
門
と
調
和
門
の
俳
人
ら
の
中
に
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
、
七
三
郎
、
京
で
の
反
響

元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉、
七
三
郎
は
京
早
雲
座
の
座
元
山
下
半
左
衛
門
に
招

か
れ
上
京
、
十
一
月
の
顔
見
世
「
都

ノ
恵
方
嫁
入

�
�
�
�

文
章
」
に
出
演
す
る
。
半
左

衛
門
は
「
七
三
と
な
ら
べ
て
見
た
し
」（『
古
今
四
場
居

�

�

�

色
競

�
�
�
�
�

百
人
一
首
』
同
六
年

正
月
刊
）
と
評
判
さ
れ
て
い
た
役
者
で
、
七
三
郎
へ
の
期
待
も
高
か
っ
た
こ
と

と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
初
は
万
太
夫
座
で
の
顔
見
世
に
お
け
る
水
木
辰

之
助
の
「
七
化
け

�
�
�
�

」
の
人
気
に
押
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
正
月
の
「
不
老
門
」
も

辰
之
助
の
「
女
ゆ
り
わ
か
」
に
完
敗
し
て
不
入
り
、
見
物
が
「
青
蠅
た
か
り

ぬ
」（『
二
の
替
芸
品
定
』
享
保
十
六
年
〈
一
七
三
一
〉
三
月
刊
）
と
い
う
有
様
だ
っ

た
と
い
う
。『
役
者
口
三
味
線
』
に
は
「
男
小
ひ
や
う
に
し
て
、
物
い
ひ
お
ち
つ

か
ず
（
中
略
）
あ
ん
ま
り
か
る
す
ぎ
て
、
あ
ぢ
は
ひ
が
お
り
な
い
」
と
あ
り
、

「
七
三
ぶ
た
」（『
役
者
大
福
帳
』
宝
永
八
年
〈
一
七
一
一
〉
三
月
刊
）
と
ま
で
悪
評

さ
れ
る
。

し
か
し
、
元
禄
十
一
年
〈
一
六
九
八
〉
正
月
二
十
二
日
、
岩
井
左
源
太・芳
沢

あ
や
め
と
共
演
し
た
「
傾
城
浅
間
嶽

�
�
�
�
�
�

」（
早
雲
座
）
で
の
浅
間
巴
之
丞
役
が
大
当

た
り
し
て
評
価
が
一
転
、
急
上
昇
し
、「
ち
い
さ
い
男
が
ぶ
た
い
一
つ
ぱ
い
に
み

ゆ
る
事
、
江
戸
役
者
の
く
せ
お
か
し
」（『
三
国
役
者
舞
台
鏡
』
同
年
十
一
月
刊
）、
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「
あ
づ
ま
そ
だ
ち
の
あ
ら
男
と
は
見
え
ぬ
、
花
の
都
に
う
つ
て
つ
け
た
る
生
質
」

（『
む
さ
し
鐙
』
同
十
二
年
正
月
刊
）
と
賞
賛
さ
れ
る
に
至
る
。「
傾
城
浅
間
嶽
」
は

七
三
郎
の
作
と
い
わ
れ
、
百
二
十
日
の
興
行
を
勝
ち
取
る
。

『
十
能
都
鳥

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

狂
詩

�
�
�
�

』（
同
十
三
年
刊
）
は
、
そ
の
七
三
郎
の
人
気
を
受
け
、

賛
美
し
た
評
判
記
で
あ
る
。
作
者
は
若
松
梅
之
助
こ
と
京
の
俳
諧
宗
匠
、
鷺
水

（
青
木
氏
）。
同
書
は
「
表
」
に
狂
詩
と
挿
絵
、「
裏
」
に
評
と
発
句
を
記
し
、「
表
」

の
挿
絵
部
分
に
は
七
三
郎
が
上
京
中
に
出
演
し
た
演
目
が
記
さ
れ
る
。
梅
林
堂

華
蹊
の
序
文
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
を
「
浅
間
の
嶽
の
け
ぶ
り
高
く
」

（「
傾
城
浅
間
嶽
」）・「
実
を
三
勝
に
つ
く
し
て
」（「
三
勝
心
中
」）・「
畳
刺
の
窶
し

気
を
転
じ
、
猿
曳
つ
か
ひ
得
て
見
事
に
」（「
心
中
い
ろ
は
茶
屋
」）・「
濡
を
湿
暮

理
と
、
葛
城
に
鳴
す
」（「
男
道
成
寺
」）・「
丹
前
の
小
六
振
出
し
わ
け
て
風
流
」

（「
関
東
小
六
」）・「
時
宗
が
武
道
い
き
ほ
ひ
尤
つ
よ
く
」（「
絵
入
曽
我
」）・「
祐
成

が
所
作
、
か
げ
の
十
番
切
さ
て
も
新
う
」（「
大
磯
万
年
亀
」）・「
鳴
物
を
物
見
の

松
に
や
ど
ら
せ
」（「
行
平
物
見
の
松
」）
・
「
根
怪
を
稲
荷
塚
に
堆
う
す
」

（「
狐
会

�
�
�
�

」）・「
買
倒
の
紙
来
、
単
羽
織
に
意
気
を
か
る
う
着
な
し
」（「
稲
荷
塚
」）

等
と
交
え
な
が
ら
、
同
十
二
年
冬
の
暇
乞
狂
言
「
稲
荷
塚
」
ま
で
を
綴
っ
て
い

る
。例

え
ば
、
同
書
「
傾
城
浅
間
嶽
」
の
項
の
「
表
」
に
は
、
挿
絵
（【
図
版
Ⅱ
】）

の
上
部
に
「
題
揃

�
�
�
�
�
�
�

／
窶
姿

�
�
�

編
笠

�
�
�
�

小
歌
妙

�
�
�
�
�
�

／
如
出

�
�
�
�
�
�

濡
風

�
�
�
�

弥
徙
申

�
�
�
�
�
�
�
�

／

咄
笑

�
�
�
�
�
�

牢
人

�
�
�
�

衰
羽
織

�
�
�
�
�

／
十
筇

�
�
�
�
�
�

祖
様

�
�
�
�
�

最
情
身

�
�
�
�
�
�

」
と
あ
る
。「
揃�

�
�

」
と
は
、
遊

廓
で
浮
か
れ
騒
ぐ
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
駕
籠
か
き
に
身
を
や
つ
し
て
い
た
巴

之
丞
（
七
三
郎
）
が
禿
を
後
ろ
に
隠
し
て
小
歌
を
歌
わ
せ
、
自
分
が
歌
っ
て
い

る
よ
う
に
口
を
動
か
す
滑
稽
、
起
請
文
を
燃
や
し
た
煙
か
ら
突
如
傾
城
奥
州
の

生
霊
が
現
れ
る
怨
霊
事
と
い
っ
た
、
劇
中
の
名
場
面
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

大
好
評
を
博
し
た
、
碁
盤
嶋
の
羽
織
を
碁
盤
に
見
立
て
る
口
説

�
�
�

の
場
面
は
、
挿

絵
に
描
か
れ
、「
揃
 

�
�
�

裏
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

揃
 

�
�
�

の
妙�

�
な
る
事
。
身�

ぶ
り
目�

づ
か
ひ
。
ど
こ
に
か
ら
く
り
が
あ
る
か
し

ら
ぬ
。
あ
さ
ま
が
だ
け
に
嶋�

�
の
羽
織

�
�
�

。
碁
盤

�
�
�

に
し
て
。
棊�

の
手
に
秀
句

�
�
�

を

い
は
れ
た
る
事
。
古
今
無
類

�
�
�
�
�
�

の
図�

に
し
て
。
底
根

�
�
�
�

め
づ
ら
し
い
仕
出

�

�

し
。

中
村

�
�
�
�

の
名�

は
浅
間
山

�
�
�
�
�

よ
り
も
高�

�
う
成�

�
。
洛
中
洛
外

�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
是
沙
汰

�
�
�
�

。
今�

�
も
裏�

�

屋
の
姥�

�
口
鼻

�

�

た
ち
も
。
茶�

�
も
の
が
た
り
に
せ
ら
る
ゝ
は
無
理

�

�

で
は
御
ざ
る

ま
ひ
。

碁�

に
よ
せ
て
口
説

�

�

か
ば
ゆ
る
せ
花�

�
の
肌�

�

嫉
妬
に
憤
る
傾
城
奥
州
に
対
し
、
巴
之
丞
は
「
あ
痛
し
こ
、
目
か
ら
火
が
出
た
、

目
が
潰
れ
ま
す
。
と
か
く
人
に
構
わ
ず
、
碁
を
打
つ
ま
で
じ
や
ま
で
。
さ
い
わ

ひ
羽
織
が
碁
盤
島
」
と
、
羽
織
を
脱
ぎ
、
畳
ん
で
膝
の
上
へ
乗
せ
て
、「
茶
碗
の

割
れ
を
碁
石
と
し
」
以
下
、
囲
碁
の
用
語
を
縦
横
に
駆
使
し
て
あ
て
狂
言
を
繰

り
広
げ
る
。
こ
れ
を
「
古
今
無
類
」
と
誉
め
讃
え
、
巷
を
賑
わ
す
七
三
郎
の
人

気
に
言
い
及
ぶ
。
句
は
、
そ
の
口
説
を
詠
ん
で
い
る
。「
傾
城
浅
間
嶽
」
の
反
響

に
つ
い
て
は
、
序
文
で
も
「
抑
こ
の
艶
男
手
柄
す
く
な
か
ら
ぬ
中
に
、
揃
を
碁

盤
嶋
に
移
し
て
賢
く
も
作
意
せ
る
事
、
美
は
古
今
に
恣
に
、
妙
は
人
口
に
喧

し
」
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
作
者
の
鷺
水
に
注
目
し
て
み
る
と
、
早
く
は
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉

に
刊
行
し
た
『
春
の
物
』
で
「
妖
な
が
ら
狐
貧
し
き
師
走
か
な
」
の
其
角
句
を

入
集
さ
せ
て
お
り
、『
俳
林
良
材
』（
同
十
年
刊
）
で
は
芭
蕉
を
「
日
東
の
杜
子
美

な
り
。
今
の
世
の
西
行
な
り
」
と
絶
賛
、
発
句
十
三
、
付
句
十
一
を
掲
載
し
つ
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つ
、
其
角
を
そ
れ
に
次
ぐ
発
句
十
入
集
と
厚
遇
し
て
い
る
。
鷺
水
と
七
三
郎
と

の
関
係
性
に
は
、
其
角
の
交
流
圏
を
仲
介
と
し
て
想
定
す
べ
き
可
能
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い

�
�
�
�

。

ま
た
、『
十
能
都
鳥
狂
詩
』
序
文
に
は
「
業
平
の
濡
を
恋
慕
に
好
す
る
も
。
厥

む
か
し
と
な
り
。
中
村
の
今
様
お
と
こ
。
一
身
に
十
能
を
得
て
。
野
推
そ
の
風

を
し
た
は
ず
と
い
ふ
事
な
し
」
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
七
三
郎
が
在
原
業
平
の
伝

統
的
な
色
男
像
に
擬
え
ら
れ
、「
御
器
量
は
わ
た
も
ち
（
筆
者
注・生
身
）
の
業
平

と
も
申
ぞ
か
し
」（『
野
郎
役
者
風
流
鏡
』）、「
此
人
、
一
名
日
本
好
色
若
丹
前
の
氏

神
、
わ
た
持
の
今
業
平
」（『
古
今
四
場
居
色
競
百
人
一
首
』）
等
と
賞
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
。
元
禄
十
二
年
〈
一
六
九
九
〉、
七
三
郎
の
帰
江
に
際
し
別
れ
を
惜

し
む
声
は
止
ま
ず
、「
七
三
び
い
き
な
女
中
は
、
な
る
こ
と
な
ら
ば
、
江
戸
へ
つ

れ
だ
つ
て
下
ら
ん
な
ど
ゝ
い
ふ
も
有
。
又
お
姿
を
拝
す
る
迄
の
か
た
み
に
、
た

ん
ざ
く
を
一
枚
と
ね
が
へ
ば
、
し
ば
ゐ
過
か
ら
、
波
屋
で
ち
よ
つ
と
、
お
盃
計

と
望
む
後
家
ど
も
有
。
京
を
た
ゝ
る
ゝ
五
七
日
は
、
あ
な
た
こ
な
た
へ
、
引
つ

り
、
引
は
り
、
賞
翫
せ
ら
る
ゝ
」（『
役
者
談
合
衝

�
�
�
�
�
�

』
同
十
三
年
三
月
刊
）
と
の
有

様
で

�
�
�
�

あ
っ
た
と
い
う
。
女
中
ら
が
「
短
冊
」
を
求
め
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る

が
、「
往
古
よ
り
あ
づ
ま
役
者
の
都
の
ぼ
り
、
京
の
見
物
に
跡
の
跡
迄
し
の
ば
れ

給
ふ
は
、
此
人
一
人
よ
り
外
を
し
ら
ず
」（『
役
者
略
請
状
』）
と
の
評
判
を
残
し
、

七
三
郎
は
京
を
立
っ
て
い
る
。

三
、『
好
色
美
人

�
�
�

角
力

�
�
�

』
と
桃
隣
を
め
ぐ
っ
て

江
戸
に
戻
っ
た
七
三
郎

�
�
�
�

は
「
傾
城
浅
間
嶽
」
を
度
々
上
演
、
元
禄
十
三
年

〈
一
七
〇
〇
〉
に
は
京
で
好
評
だ
っ
た
「
傾
城
弘
誓
舟

�
�
�
�
�
�

」
の
狂
言
取
と
し
て
「
傾

城
蘭
麝
躰

�
�
�
�
�
�

」
を
披
露
し
、
同
十
六
年
に
は
「
傾
城
仏
の
原
」
の
江
戸
版
を
演
じ

る
等
、
上
方
の
歌
舞
伎
色
を
積
極
的
に
江
戸
に
移
入

�
�
�
�

、
さ
ら
に
、
元
禄
末
年
か

ら
上
方
よ
り
の
下
り
女
方
が
激
増
す
る
こ
と
を
受
け
、
江
戸
の
女
方
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
く

�
�
�
�

。
他
方
、
元
禄
か
ら
宝
永
に
か
け
て
、
例
え
ば
、
桃
林
堂
蝶

麿
作
『
好
色
美
人
角
力
』（
元
禄
九
年

�
�
�
�

〈
一
六
九
六
〉
刊

カ
）・西
沢
一
風
作
『
女
大

名
丹
前
能
』（
同
十
五
年
刊
）・忍
岡
や
つ
が
れ
作
『
関
東
名
残
の
袂
』（
宝
永
五
年

〈
一
七
〇
八
〉
刊
）、
独
遊
軒
梅
吟
作
『
風
流
鏡
が
池
』（
同
六
年
刊
）
と
い
っ
た
、

七
三
郎
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
物
の
登
場
す
る
浮
世
草
子
が
作
成
さ
れ
る
と
の
動

き
も
あ
っ
た
。

こ
の
内
、『
好
色
美
人
角
力
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
交
流
圏
の
問
題
に
つ
い
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て
検
討
す
る
。
同
書
は
七
三
郎
を
モ
デ
ル
と
し
た
美
男
の
主
人
公
、
色
山
七
三

郎
と
、
富
士
屋
幽
松
（
石
原
の
楽
隠
居
）
の
妾
お
こ
ま
を
は
じ
め
と
し
た
計
十

名
の
女
性
と
の
恋
模
様
を
描
く
。
書
名
は
角
力
の
四
十
八
手
を
恋
の
決
ま
り
手

と
す
る
こ
と
に
因
む
。

作
者
は
桃
林
堂
蝶
麿
（
紫
石
）。
柳
亭
種
彦
が
『
好
色
本
目
録
』（
天
保
年
間

〈
一
八
三
〇
〜
一
八
四
三
〉
成
）
で
言
及
し
て
以
来
、
蕉
門
俳
人
の
桃
隣
と
同
一

人
物
で
あ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
種
彦
は
桃
隣
で
は
な
い
と
の
判
断
を

下
し
、
諸
説
を
整
理
し
た
松
尾
真
知
子
氏

�
�
�
�

も
別
人
説
を
採
る
。
た
だ
し
、
酔
生

書
菴
人

�
�
�
�

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
蝶
麿
の
浮
世
草
子
に
は
俳
諧
と
前
句
付

の
趣
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
好
色
桐
の
小
枕
』（
元
禄
十
六
年

〈
一
七
〇
三
〉
刊
）
で
は
「
中
に
も
誹
諧
は
や
ま
と
哥
の
一
も
と
に
し
て
、
人
の

こ
ゝ
ろ
を
や
は
ら
ぐ
る
業�

�
な
れ
ば
に
や
」
云
々
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く

と
も
、
蝶
麿
を
「
作
者
江
戸
の
俳
諧
師
」（『
好
色
本
目
録
』）
と
す
る
こ
と
は
首

肯
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
江
戸
俳
壇
に
お
け
る
桃
隣
の
位
置
に
つ
い
て

確
認
す
る
。

桃
隣
は
天
野
氏
。
芭
蕉
の
縁
戚
（『
本
朝
文
鑑
』
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
跋
）

と
さ
れ
、
別
号
を
太
白
堂
と
い
う
。
伊
賀
上
野
に
出
生
し
た
後
、
大
坂
に
暮
ら

し
、
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉、
芭
蕉
に
従
っ
て
下
江
し
点
者
と
な
る
。
同
七
年

の
芭
蕉
物
故
に
際
し
て
は
嵐
雪
と
義
仲
寺
に
駆
け
付
け
、
追
善
興
行
に
其
角
ら

と
一
座
す
る
。「
此
人
に
は
い
ろ
い
ろ
お
か
し
き
咄
多
し
」（『
俳
諧
問
答
』
同
十
一

年
奥
）
と
様
々
な
逸
話
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
芭
蕉
三
回
忌
に
は

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
た
ど
る
奥
州
旅
行
に
出
掛
け
て
い
る
。『
陸
奥

�

�

鵆�
�
�

』（
同
十

年
跋
）
は
そ
の
折
の
記
念
集
で
あ
る
。

『
陸
奥
鵆
』
に
は
元
禄
九
年
〈
一
六
九
六
〉
三
月
十
七
日
の
出
立
に
際
し
て
の

餞
別
吟
が
作
者
の
肖
像
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
俳
人
に
つ

い
て
は
【
図
版
Ⅲ
】
に
示
し
た
。
其
角
の
餞
別
は
難
解
で
知
ら
れ
る
「
饅
頭
で

人
を
尋
ね
よ
や
ま
ざ
く
ら
」
句
で
、
中
に
は
七
三
郎
と
交
流
の
あ
っ
た
先
の
艶

士
の
「
松
島
へ
心
ざ
す
人
に
／
貫
ざ
し
も
花
に
は
な
く
せ
料
理
食
」
句
も
見
出

せ
る
。
艶
士
は
計
四
句
が
入
集
し
、
肖
像
こ
そ
な
い
も
の
の
、
青
洋
の
入
集

（
二
句
）
も
認
め
ら
れ
る
。
翻
っ
て
、『
水
ひ
ら
め
』
を
見
る
と
、
桃
隣
の
「
蝸

牛
百
日
紅
の
木
末
ま
で
」・「
名
月
や
九
つ
時
を
物
の
種
」
の
二
句
が
入
集
し
て

い
た
。
ま
た
、『
陸
奥
鵆
』
に
は
調
和
の
餞
別
句
「
そ
れ
は
宮
古
人
、
こ
れ
は
桃

隣
／
長
橋
の
萩
て
ふ
若
葉
袖
に
せ
よ
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
前
出
松
尾
氏
は
、
江

戸
に
お
け
る
前
句
付
の
中
心
人
物
で
あ
る
調
和
が
、
同
十
年
頃
、
嵐
雪
や
桃
隣

（
特
に
後
者
）
と
交
流
を
深
め
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
が
、
艶
士
・
青
洋
ら
の

動
き
も
こ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

桃
隣
の
奥
州
行
に
は
不
角
も
餞
別
句
を
贈
っ
て
い
る
。
不
角
は
元
禄
三
年

〈
一
六
九
〇
〉
に
は
前
句
付
の
月
次
興
行
を
開
始
、
高
点
付
句
集
『
二
葉
の
松
』

を
出
板
す
る
等
、
調
和
と
と
も
に
江
戸
前
句
付
界
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
る
。

書
肆
を
営
み
、
先
の
『
水
ひ
ら
め
』
の
再
板
元

�
�
�
�

で
も
あ
る
。「
奥
す
じ
の
客
を
よ

ふ
た
ら
さ
ん
す
」（『
花
見
車
』
同
十
五
年
刊
）
と
、
特
に
東
北
地
方
に
多
く
門
流

を
擁
し
て
お
り
、『
陸
奥
鵆
』
に
も
彼
ら
の
名
は
散
見
さ
れ
る
。
松
尾
氏
は
、
桃

隣
が
不
角
（
及
び
調
和
）
の
勢
力
圏
を
旅
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
不
角

の
餞
別
句
は
「
一
人
行
桃
隣
、
為
仲
の
ま
ね
は
な
ら
じ
／
関
越
ん
花
に
は
せ
め

て
替
草
鞋
」
で
、
以
下
計
五
句
が
入
集
す
る
。
一
方
、
元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇

二
〉
の
不
角
歳
旦
に
「
鼻
で
や
り
師
走
人
果
の
古
法
眼
　
桃
隣
」、
不
角
編

『
俳
諧
一
峠
』（
翌
十
六
年
刊
 カ
）
に
は
同
十
六
年
四
月
の
不
角
の
剃
髪
を
賀
し
た

「
青
梅
や
法
師
に
成
て
堆

�
�
�
�

き
　

太
白
堂
 桃

隣
」
と
の
句
が
掲
載
さ
れ
る
等
、
以
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餞
別

饅
頭
で
人
を
尋
ね
よ
や
ま
ざ
く
ら
　
　
　
　
其
角

古
人
の
跡
を
慕
ふ
と
や

陸
奥
の
は
な
に
千
鳥
も
声
有
歟
　
　
　
　
常
陽

松
島
へ
心
ざ
す
人
に

貫
ざ
し
も
花
に
は
な
く
せ
料
理
食
　
　
　
　
艶
士

一
人
行
桃
隣
、
為
仲
の
ま
ね
は
な
ら
じ

関
越
ん
花
に
は
せ
め
て
替
草
鞋
　
　
　
　
不
角

そ
れ
は
宮
古
人
、
こ
れ
は
桃
隣

長
橋
の
萩
て
ふ
若
葉
袖
に
せ
よ
　
　
　
　
調
和

惜
暫
別

虚
空
を
引
と
ゞ
め
ば
や
鳳
巾
　
　
　
　
嵐
雪

鳥
に
落
て
蛙
に
あ
た
る
椿
か
な
　
　
　
　
桃
隣



後
も
桃
隣
と
不
角
と
の
交
流
は
親
密
で
あ
る
。

そ
の
不
角
の
門
人
に
は
文
角
こ
と
絵
師
の
奥
村
政
信
が
い
る
。
政
信
は
七
三

郎
の
最
後
物
語
と
さ
れ
る
浮
世
草
子
『
関
東
名
残
の
袂
』
で
挿
絵
を
担
当
す
る

が
、
同
書
巻
三
に
「
い
よ

く
御
夫
婦
な
が
ら
御
息
才
、
こ
の
比
法
橋
不
角

か
た
へ
前
句
、
長
崎
屋
の
残
春
丈
の
手
合
百
十
九
人
や
り
ま
し
た
が
、
身
共
は

そ
こ
元
の
御
句
が
、
こ
ち
の
組
の
一
番
ぢ
や
と
お
も
ひ
ま
す
」
云
々
と
、
不
角

の
前
句
付
に
言
及
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
作
者
の
忍
岡
や
つ
が
れ
も
そ
の
人
か

と
推
定
さ
れ
て
い
る

�
�
�
�

。
加
え
て
政
信
は
宝
永
五
年
〈
一
七
〇
八
〉
の
七
三
郎
の

死
に
当
て
込
ん
だ
『
風
流
鏡
が
池
』
で
も
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
同
三
年
の
不

角
歳
旦
に
お
い
て
、「
万
歳
や
舞
鶴
形
リ
に
畏
リ

梅
吟
堂
 文

角
」（
独
吟
半
歌
仙
発
句
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
作
者
の
独
遊
軒
梅
吟
も
政
信
で
あ
る
可
能
性
が

高
い

�
�
�
�

。
な
お
、『
東
行
撰
集
抄
』（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
刊・柿
衞

�
�
�
�

文
庫
蔵
）
で
、
不

角
は
浅
草
の
幽
松
庵
に
滞
留
し
て
い
た
大
坂
の
俳
人
東
行
の
餞
別
に
「
し
ば
し

名
残
を
惜
し
む
べ
き
も
、
か
ぎ
り
有
旅
と
や
。
さ
ら
ば
く
／
ま
な
合
羽
尾
花

と
む
べ
き
袖
も
な
し
」
と
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。
同
書
に
は
艶
士
・
嵐
雪
ら
の

参
加
も
見
ら
れ
る
。
藤
川
雅
恵
氏

�
�
�
�

は
『
好
色
美
人
角
力
』
で
の
実
在
す
る
モ
デ

ル
の
存
在
に
言
及
す
る
が
、
同
書
で
前
出
お
こ
ま
が
石
原
の
幽
松
の
妾
と
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
交
流
圏
と
い
う
視
座
か
ら
見
る
と
興
味
深
い
。
前
述
の

よ
う
に
、
現
時
点
で
『
好
色
美
人
角
力
』
の
作
者
が
桃
隣
で
あ
る
か
を
確
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
、
桃
隣
が
七
三
郎
の
周
辺
に
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
敢
え
て
作
者
の
桃
隣
説
を
否
定
せ
ず
、
保

留
と
し
て
お
き
た
い
。

四
、
七
三
郎
、
追
善
へ
─
─
江
戸
俳
壇
で
の
位
置

元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇
二
〉
十
二
月
十
四
日
、
赤
穂
浪
士
が
吉
良
上
野
介
義�

�

央�
�

邸
に
討
ち
入
り
、
吉
良
の
首
級
を
上
げ
て
亡
君
の
遺
恨
を
晴
ら
す
と
の
事
件

が
勃
発
す
る
。
こ
の
出
来
事
に
江
戸
中
は
騒
然
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
行
動
が

義
挙
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
論
争
が
巻
き
起
こ
る
。
幕
府
が
対
処
に

苦
慮
す
る
中
、
堺
町
勘
三
郎
座
で
赤
穂
事
件
を
当
て
込
む
「
曙
曽
我
夜
討
」
が

上
演
さ
れ
、
三
日
で
停
止
命
令
が
来
た
と
の
逸
話
（『
古
今
い
ろ
は
評
林
』
天
明

五
年
〈
一
七
八
五
〉
刊
）
が
伝
わ
る
。
赤
間
亮
氏

�
�
�
�

は
、
こ
の
「
曙
曽
我
夜
討
」

を
七
三
郎
作
か
と
さ
れ
る
「
傾
城
阿
佐
間
曽
我
」（
元
禄
十
六
年
〈
一
七
〇
三
〉
正

月
、
山
村
座
）
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
事
件
に
際

し
、
七
三
郎
が
真
っ
先
に
演
劇
化
に
動
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

江
戸
を
震
撼
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
か
ら
、
時
事
的
な
関
心
に
よ
っ
て
こ
れ
を
題

材
と
し
た
と
す
る
こ
と
は
容
易
だ
ろ
う
。
だ
が
、
交
流
圏
を
視
野
に
入
れ
る
と
、

も
う
少
し
特
別
な
意
味
を
読
み
取
る
べ
き
こ
と
に
思
い
至
る
。
七
三
郎
の
句
が

入
集
し
て
い
た
前
出
の
『
翁
草
』
に
、
例
え
ば
「
春
の
野
や
何
に
つ
ら
れ
て
う

ハ
の
そ
ら
　
涓
泉
（
萱
野
三
平
）」・「
身
の
か
る
き
生
れ
付
也
種
瓢�

�
�

進
歩

（
寺
坂
信
行
 カ

 ）」・「
素�

湯
呑

ン
 で

ご
ろ
り
と
ハ
寐

ル
 冬

の
寺
　
子
葉
（
大
高
源

吾
）」・「
人
の
気
や
ゆ
が
ま
ず
す
ね
ず
餝
竹
　
如
柳
（
間
光
興
）」・「
蚊
柱
や
蝙

蝠
破
る
跡
よ
り
も
　
竹
平
（
神
崎
則
休
）」
等
と
、
赤
穂
浪
士
（
当
時
は
藩
士
）

が
句
を
寄
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
富
森
、
誹
名
は
春
帆
。
大
高
源
吾
、
子
葉
。
竹
平
・
進
歩
と
申
候
も
門
弟
に

而
御
座
候
」（「
元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇
二
〉十
二
月
二
十
四
日
付
其
雫
宛
其
角
書
簡
」）
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と
記
す
よ
う
に
、
其
角
も
彼
ら
の
周
辺
に
い
る
。『
橋
南

�
�
�
�

』（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇

五
〉
刊
 カ

 ）
に
は
沾
徳
・
沾
洲
・
香
山
・
春
帆
・
子
葉
・
涓
泉
に
よ
る
六
吟
「
う

ぐ
ひ
す
や
」
歌
仙
等
や
諸
氏
に
よ
る
赤
穂
浪
士
追
悼
句
三
十
三
が
あ
り
、
其
角

や
艶
士
（
眉
丘
）・
里
圃
ら
も
句
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
其
角
門
の
来
示
作
、

其
角
加
筆
か
と
も
さ
れ
る
『
吉
原
徒
然
草

�
�
�
�

』（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉
頃
成
）
上

巻
第
十
四
段
に
は
「
文
は
傾
城
武
道
桜
の
あ
わ
れ
な
る
巻
く
、
文
ほ
う
ご
、

西
鶴
が
こ
と
ば
、
一
代
女
」
と
、
西
沢
一
風
の
『
傾
城
武
道
桜
』（
同
二
年
刊
）

を
西
鶴
の
『
好
色
一
代
女
』（
貞
享
三
年
〈
一
六
八
六
〉
刊
）
と
並
び
称
す
る
と
い

う
記
事
が
載
る
。『
傾
城
武
道
桜
』
は
、
赤
穂
事
件
の
顛
末
を
大
坂
新
町
の
遊
女

達
に
よ
る
敵
討
ち
と
し
て
描
い
た
も
の
で
、
赤
穂
事
件
を
扱
う
公
刊
さ
れ
た
浮

世
草
子
の
嚆
矢

�
�
�
�

と
さ
れ
る
。
浪
士
と
身
近
に
交
流
し
て
い
た
江
戸
の
俳
人
達
に

と
っ
て
、
討
ち
入
り
は
衝
撃
的
な
出
来
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
京
の

鷺
水
も
ま
た
、『
橋
南
』
に
「
御
盛
や
一
口
物
を
か
へ
り
花
」
句
を
寄
せ
、
赤
穂

事
件
を
材
と
し
た
『
高
名
太
平
記
』（
刊
年
未
詳
）
を
出
板
し
て
い
る

�
�
�
�

。
こ
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
交
流
圏
に
あ
っ
て
、「
傾
城
阿
佐
間
曽
我
」
は
、
七
三
郎
の
役
者

と
し
て
の
い
ち
早
い
反
応
で
あ
り
、
心
意
気
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

元
禄
十
六
年
〈
一
七
〇
三
〉、
其
角
は
「
江
戸
に
七
三
郎
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
、

似
せ
も
の
合
点
い
た
さ
ぬ
わ
け
御
制
禁
可
被
成
候
」（「
同
年
丈
艸
宛
其
角
書
簡
」）

と
、
風
羅
念
仏
で
芭
蕉
を
売
り
物
に
一
儲
け
し
よ
う
と
し
た
同
門
の
惟
然
に
対

し
て
憤
慨
し
、
啖
呵
を
切
る
。「
江
戸
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
其
角
は
七
三
郎
を

江
戸
の
象
徴
的
存
在
と
認
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
か
た
や
其
角
も
、「
東
よ

り
上
方
へ
向�

�
�

ん
物
は
と
い
ふ
に
、
其
角
が
誹
諧
で
あ
ら
ふ
」（『
誹
諧
よ
り
く
り
』

同
年
刊
）
と
、
上
方
に
対
抗
す
る
江
戸
の
唯
一
の
存
在
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て

い
た
。
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
に
其
角
、
翌
五
年
に
七
三
郎
が
相
次
い
で
没

[11]
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す
る
が
、「
惜
む
べ
く
し
て
い
た
む
べ
き
は
晋
子
・
小
長
が
早
世
な
り
」（『
一
言

俳
談
』
同
六
年
奥
）
と
並
称
さ
れ
る
の
は
、
両
者
が
元
禄
期
の
江
戸
を
体
現
す

る
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
其
角
は
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉、
七
三
郎
は

翌
二
年
生
ま
れ
な
の
で
、
二
人
は
同
年
齢
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

七
三
郎
の
追
善
集
と
し
て
『
の
こ
る
露
』
が
編
ま
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

編
者
は
藤
橋
・
柳
丁
ら
。
総
勢
七
十
九
名
（

御
弓
丁
 有

明
組
含
む
。
他
、
俳
号
不

記
九
句
）
の
作
者
が
句
を
寄
せ
、
東
朔
・
柳
丁
・
如
文
・
藤
橋
・
仙
下
・
梅
鷹
・

和
水
・
円
水
に
よ
る
八
吟
百
韻
、
梅
鷹
独
吟
三
物
を
収
め
る
。
連
衆
は
無
名
作

家
が
目
立
つ
が
、
名
の
通
る
俳
人
で
は
、
其
角
に
親
し
い
百
里
（
嵐
雪
門
）・
甫

盛
・
琴
風
や
、
其
角
門
で
は
先
の
来
示
や
寒
玉
ら
数
名
の
入
集
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
肩
書
に
「
京
都
」（
立
皷
・
竹
宇
・
波
子
）、「
伊
丹
」（
今
夕
・
露
道
）
と
あ

る
俳
人
が
お
り
、
今
泉
準
一
氏

�
�
�
�

に
よ
る
と
、
竹
宇
は
「
其
角
俳
諧
同
調
者
」。

子
葉
編
『
二
つ
の
竹
』（
元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇
二
〉
刊
）
で
は
了
我
（
貞
佐
）・東

潮・子
葉
と
四
吟
歌
仙
を
巻
き
、
自
身
の
編
著
『
並
松

�
�
�
�
�
�

』（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇

六
〉
刊
）
に
は
其
角
二
句
・
桃
林�

隣
�

一
句
・
嵐
雪
六
句
が
入
集
し
て
お
り
、
江
戸

蕉
門
（
及
び
子
葉
）
と
近
し
い
こ
と
が
わ
か
る
（
以
下
、
傍
点
引
用
者
）。

花
の
雪
茶茶
碗茶
の茶
か茶
け茶
よ茶
碁茶
盤茶
嶋茶

京
都
 竹

宇

す茶
け茶
成茶
に
二
度
の
別

レ
 や

百
千
鳥
　
　
　
  晩
成

今
年
か
ら
二
月
曽茶
我茶
よ
な
み
だ
雨
　
　

桜
田

省
我

竹
宇
は
「
さ
い
わ
ひ
羽
織
が
碁
盤
島
」・「
茶
碗
の
割
れ
を
碁
石
と
し
」
云
々
と



の
「
傾
城
浅
間
嶽
」
の
名
場
面
を
踏
ま
え
、
七
三
郎
を
失
っ
た
喪
失
感
・
欠
落

感
を
雪
に
見
立
て
た
落
花
に
託
す
。
晩
成
・
省
我
は
当
た
り
役
の
曽
我
十
郎
祐

成
を
詠
み
、
往
時
を
偲
ぶ
。
井
上
伸
子
氏

�
�
�
�

に
よ
る
と
、
元
禄
十
七
年
〈
一
七
〇

四
〉、
中
村
座
に
戻
っ
た
七
三
郎
は
初
狂
言
に
曽
我
物
を
上
演
、
毎
年
十
郎
を

演
じ
、
こ
れ
が
各
座
に
も
広
が
っ
て
、
初
狂
言
は
曽
我
物
と
い
う
江
戸
の
慣
例

が
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。『
役
者
友
吟
味
』
に
「
七
三
は
丁
ど
十
郎

男
。
そ
れ
ゆ
へ
柳
原
青
蛙
が
誹
諧
の
冠
、
い
つ
迄
も
と
い
へ
る
に
、
は
て
十
郎

は
七
三
郎
と
付
句
、
一
番
勝
に
せ
ら
れ
た
。
お
江
戸
中
、
尤
と
の
ほ
う
び
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、
十
郎
役
と
い
え
ば
、
誰
し
も
が
七
三
郎
を
想
起
す
る

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
集
中
、「
釘
抜
の
紋
を
凧
に
尽�

�
�

て
高
 キ

 こ
と
を
弄

ス
 」

と
前
書
し
た
「
番
町
へ
切

レ
 行

紙
鳶
の
行
末
は
　
旭
志
／
釘
抜
も
折

レ
 し

泪
の

朧
月
　
一
和
／
釘
ぬ
き
も
な
ミ
だ
に
霞
 ム

 凧

秋
林
」
の
三
句
等
、
七
三
郎
の

二
つ
釘
抜
き
の
紋
を
詠
ん
だ
句
や
、「
泪
う
る
墓
所
に
其
角
が
桜
守

リ
 

丹
水
」

と
、
其
角
に
言
及
す
る
句
も
見
ら
れ
る
。
本
書
に
つ
い
て
、
今
泉
氏

�
�
�
�

は
「
集
中

の
作
品
に
は
か
な
り
稚
拙
な
作
品
も
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
多
分
本
書
は
、
少

長
の
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
人
々
の
手
に
な
る
、
内
輪
の
、
し
か
し
情
の
通
っ

た
追
悼
集
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
が
可
能
」
と
評
し
て
い
る
。

で
は
、
江
戸
俳
人
が
七
三
郎
の
死
を
悼
ん
だ
の
は
、
こ
の
小
冊
『
の
こ
る

露
』
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
由
誓
編
『
素
堂
家
集
』
の
次
の
記
事
は
、

他
に
も
『
梅
の
時
』
な
る
追
善
集
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
断
片
的
を
語
っ
て

い
る
。い

き
て
人
を
よ
ろ
こ
ば
し
ふ
る
ほ
ど
死
し
て
人
を
な
か
し
ふ
る
こ
と
は
り
、

今
猶
昔
に
お
な
じ
。
世
に
名
だ
ゝ
る
中茶
村茶
七茶
三茶
郎茶
、茶
過茶
に茶
し茶
初茶
三茶
日茶
の茶
夜茶
、

み茶
ま茶
か茶
り茶
け茶
る茶
に茶
、
辞茶
世茶
と茶
お茶
ぼ茶
し茶
く茶
て茶
、
梅茶
に茶
な茶
た茶
ね茶
を茶
結茶
び茶
て茶
、
一茶

句茶
を茶
の茶
こ茶
せ茶
り茶
。
か
つ
し
か
の
同
郷
に
追
悼
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
り
。
予
も

ま
た
な
き
を
う
つ
さ
れ
て

た茶
き茶
さ茶
し茶
や茶
そ茶
朶茶
の茶
中茶
よ茶
り茶
こ茶
ぼ茶
れ茶
梅茶

と
い
ひ
て
さ
り
ぬ
。（
以
下
略
）

右
は
「
梅
の
時
序
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
文
章
で
あ
る
。
素
堂
は
宝
永
五
年

〈
一
七
〇
八
〉
二
月
三
日
の
七
三
郎
の
死
に
つ
い
て
述
べ
、
辞
世
句
に
言
及
す
る
。

「
梅
に
な
た
ね
を
結
び
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
『
東
風
流
』

所
収
の
「
梅
華
菜
種
は
何
を
飾
る
や
ら
」
句
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
書
名
も
こ

れ
に
因
む
と
考
え
ら
れ
る
。「
そ
（
麁
）
朶
」
と
は
切
断
し
た
木
の
枝
の
こ
と
。

梅
は
香
を
賞
美
す
る
。『
素
堂
発
句
　
白
蓮
集
解
説

�
�
�
�

』（
万
延
元
年
〈
一
八
六
〇
〉

成
）
は
、
句
を
「
少
長
は
、
中
村
七
三
郎
。
徘

�
�
�
�

優
の
名
高
し
。
是
を
名
香
に

た
と
へ
た
る
、
誰
か
過
た
り
と
い
は
ん
と
。
麁
朶
は
其
数
に
も
あ
ら
ぬ
に
や
。

其
中
よ
り
烓
さ
し
さ
へ
匂
へ
る
と
、
ひ
と
り
少
長
の
す
ぐ
れ
た
る
を
賞
し
て
、

死
せ
る
を
悼
る
な
ら
し
」
と
解
説
す
る
。
序
文
末
尾
に
は
「
か
く
れ
が
の
芝
居

の
市
に
花
ち
り
ぬ
」
の
句
も
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
其
角
没
後
、
門
弟
の
中
心

人
物
だ
っ
た
貞
佐
の
『
桑
々
畔
発
句
集
』（
寛
延
二
年
〈
一
七
四
九
〉
刊
）
に
も
、

「
梅
の
時
」
と
出
典
を
明
記
し
た
「
古
小
長
を
悼
む
／
兵
ハ
欠
て
雨
夜
の
塀
の

梅
」
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
現
在
、
原
本
の
所
在
が
不

明
で
、
そ
の
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
重
鎮
の
素
堂
が
序
文
を
書
き
、
貞
佐

が
句
を
寄
せ
る
こ
と
、
七
三
郎
の
人
気
と
、
そ
の
交
流
圏
等
か
ら
総
合
的
に
推

断
す
る
と
、『
梅
の
時
』
は
、
恐
ら
く
江
戸
俳
壇
を
挙
げ
て
の
追
善
集
と
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

七
三
郎
と
俳
人
の
交
流
圏
に
つ
い
て
検
討
し
、
江
戸
俳
壇
に
お
け
る
位
置
に

つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
七
三
郎
は
其
角
を
中
心
と
す
る
江
戸
蕉
門
に
加
え
、

調
和
・
不
角
ら
の
周
辺
に
も
い
た
と
考
え
得
る
こ
と
が
わ
か
り
、
上
方
の
鷺
水

か
ら
は
評
判
記
が
出
さ
れ
て
い
た
。「
傾
城
浅
間
曽
我
」
と
い
っ
た
赤
穂
事
件
を

巡
る
演
劇
化
か
ら
は
、
そ
の
背
景
に
七
三
郎
を
取
り
巻
く
交
流
圏
の
雰
囲
気
が

見
え
隠
れ
す
る
。
正
木
ゆ
み
氏

�
�
�
�

は
、
元
禄
期
の
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
と
の
関
係
を

論
ず
る
中
で
、「
上
方
歌
舞
伎
色
の
濃
い
浄
瑠
璃
が
江
戸
の
役
者
七
三
郎
を
触
発

し
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
芸
風
を
異
に
す
る
江
戸
歌
舞
伎
に
ま
で
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
」
と
し
、
そ
の
交
流
に
近
松
門
左
衛
門
が
介
在
し
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
七
三
郎
の
活
動
や
、
上
方
と
江
戸
と
の
文
化
的
な
影
響

関
係
の
全
体
像
を
掴
む
た
め
に
は
、
交
流
圏
と
い
う
観
点
か
ら
の
、
さ
ら
な
る

多
角
的
・
立
体
的
な
把
握
・
考
察
が
有
効
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
七
三
郎
の
後
継
者
と
さ
れ
る
の
が
、
生
島
新
五
郎
【
図
版
Ⅳ
】
で
あ

る
。
新
五
郎
は
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
の
七
三
郎
上
京
に
際
し
て
の
お
名
残

狂
言
「
関
東
小
六
」（
山
村
座
）
で
小
六
の
弟
を
演
じ
、
愁
嘆
場
で
評
判
を
得
た

役
者
で
、
小
柄
で
美
男
、
七
三
郎
に
次
ぐ
江
戸
和
事
師
と
し
て
人
気
を
高
め
た
。

新
五
郎
も
ま
た
俳
諧
を
嗜
み
、
其
角
の
編
著
に
入
集
す
る
。『
花
摘
』（
同
三
年
刊
）

所
載
「
髪
ほ
す
に
草
の
ゆ
る
が
ぬ
涼
哉
　
鉄
蕉
」・「
白
雨
は
天
狗
笑
の
梢
か
な

同
」
の
作
者
が
新
五
郎
と
さ
れ

�
�
�
�

、
以
下
、
鉄
松
の
号
で
、『
萩
の
露
』（
同
六
年

刊
）
に
「
名
月
に
鷺
も
す
ゝ
ま
ぬ

�
�
�

か
な
」
の
発
句
を
寄
せ
、
同
集
「
名
月

は
」
十
四
吟
五
十
韻
で
は
其
角
・
嵐
雪
・
桃
隣
・
平
砂
（
貞
佐
）
ら
と
一
座
し
て

い
る
。
元
禄
十
三
年
〈
一
七
〇
〇
〉
冬
の
上
京
時
に
は
其
角
か
ら
次
の
句
を
贈

ら
れ
て
い
る
。

生
島
新
五
郎
、
上
京
に

鉢
の
木
の
扇
笑
ふ
な
か
へ
り
花
　
　
（『
五
元
集
』）

句
は
謡
曲
「
鉢
の
木
」
を
踏
ま
え
る
。「
鉢
の
木
」
は
、
大
雪
の
夜
、
貧
し
さ
ゆ

え
に
自
慢
の
松
・
梅
・
桜
の
盆
栽
を
薪
に
く
べ
て
旅
僧
（
実
は
北
条
時
頼
）
を
も

て
な
し
た
佐
野
源
左
衛
門
尉
常
世

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
、
今
は
落
ち
ぶ
れ
た
も
の
の
、
一
旦
鎌
倉

よ
り
招
集
が
あ
れ
ば
駆
け
付
け
る
旨
を
述
べ
、
次
の
年
に
緊
急
招
集
が
出
た
際
、

古
び
た
鎧
・
錆
び
た
長
刀
を
背
負
っ
て
、
痩
せ
馬
に
乗
っ
て
駆
け
付
け
た
と
こ

ろ
、
時
頼
の
御
前
に
呼
び
出
さ
れ
、
松
・
梅
・
桜
に
因
む
所
領
を
恩
賞
と
し
て
与

え
ら
れ
る
と
い
う
筋
。
鎌
倉
へ
の
道
中
で
の
詞
章
「
常
世
が
常
に
か
は
り
た
る
。
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馬
物
具
や
打
物
の
。
物
其
も
の
に
あ
ら
ざ
る
気
色
に
。
さ
ぞ
笑
ふ
ら
ん
。
さ
り

な
が
ら
。
所
存
は
誰
に
も
劣
る
ま
じ
と
。
心
ば
か
り
は
勇
め
ど
も
」
云
々
と
い

っ
た
常
世
の
実
直
な
態
度
と
心
構
え
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、
長
刀
を
「
鉢
の

木
」
の
小
道
具
の
扇
に
持
ち
替
え
つ
つ
、
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
の
覚
悟
を
持
っ

て
挑
め
ば
、
き
っ
と
薪
に
し
た
盆
栽
が
そ
れ
に
因
む
領
地
に
代
わ
っ
た
よ
う
に
、

帰
り
花
を
咲
か
せ
る
如
く
成
功
す
る
で
し
ょ
う
と
送
り
出
し
て
い
る
。

帰
江
後
も
新
五
郎
は
『
橋
南
』
に
「
松
虫
の
籠
に
女
や
戻
障
子
」
句
、
艶
士

の
『
分
外

�
�
�
�

』（
宝
永
元
年
〈
一
七
〇
四
〉
刊
）
に
は
「
傾
城
の
耳
を
誉
た
る
牡
丹

か
な
」
以
下
計
三
句
が
入
集
し
、
江
戸
俳
人
達
と
の
繋
が
り
が
確
認
で
き
る
。

『
役
者
大
福
帳
』（
同
八
年
刊
）
に
「
中
村
七
三
の
跡
次
、
今
名
物
男
は
生
嶋
殿
と

存
る
」・「
女
中
び
い
き
諸
芸
の
花
盛
、
今
の
世
の
名
物
男
は
新
五
郎
殿
」
と
評

判
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
五
郎
は
役
者
と
し
て
の
人
気
を
不
動
の
も
の
と
し
て
い

く
の
だ
が
、
周
知
の
如
く
、
正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
の
江
島
生
島
事
件
で
三

宅
島
に
遠
流

�
�
�

、
併
せ
て
山
村
座
が
断
絶
と
な
り
、
江
戸
は
三
座
へ
と
移
行
す
る

事
態
と
な
る
。

新
五
郎
に
関
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
鴫
立
沢
西
行
堂
の
傍
ら
に
あ
る

七
三
郎
・
初
代
団
十
郎
の
句
碑
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
犬
新
山
家
』
で
二
代
目
団

十
郎
が
「
西
行
堂
の
傍
に
、
古
少
長
と
予
が
亡
父
の
塔
あ
り
。
其
石
の
裏
に
句

あ
り
」
と
し
て

恋
や
せ
む
弥
陀
や
唱
む
け
ふ
の
月
　
　

古
 少

長

新
月
や
苦
楽
順
逆
風
払
ふ
　
　
　
　
　

古
 才

牛

の
句
を
挙
げ
る
。
続
い
て
「
こ
れ
は
或
人
の
建
し
也
。
其
施
主
の
句
も
石
の
左

に
あ
り
／
鴫
の
跡
み
に
も
哀
は
ふ
た
り
か
な
」
と
記
さ
れ
る
が
、
志
田
義
秀
氏

�
�
�
�

の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
絵
具
皿

�
�
�
�
�

』（
享
保
二
十
年
〈
一
七
三
五
〉
刊
）
の
「
此
石
碑

は
生
島
鉄
松
建
し
よ
し
」
の
記
述
か
ら
、
建
碑
者
が
新
五
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
二
代
目
団
十
郎
は
、
当
時
ま
だ
新
五
郎
が
生
存
し
て
い
た
た
め
、

事
件
を
憚
り
匿
名
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
句
碑
に
は
、
俳
諧
と
い
う
文
芸
を
通

じ
て
新
五
郎
が
七
三
郎
ら
先
人
を
顕
彰
し
、
彼
ら
に
連
な
ろ
う
と
す
る
意
識
が

看
取
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
江
戸
歌
舞
伎
に
お
け
る
、
俳
諧
を
通
じ
た
七
三
郎
へ
の
追
慕
は
、

宝
暦
六
年
〈
一
七
五
六
〉
の
『
東
風
流
』
に
極
ま
る
こ
と
と
な
る
。
江
戸
風
の

俳
諧
を
顕
彰
・
標
榜
す
る
同
書
に
お
い
て
、
七
三
郎
の
辞
世
と
目
さ
れ
る
「
梅

華
菜
種
は
何
を
飾
る
や
ら
」
句
を
立
句
と
し
た
、
編
者
の
春
来
と
、
少
長
（
二

世
・
二
代
目
中
村
七
三
郎
）・
舞
鶴
（
二
世
・
二
代
目
中
村
伝
九
郎
）・
雀
童
（
七
代

目
中
村
勘
三
郎
）・
藤
橋

�
�
�
�

（
二
代
目
中
村
清
三
郎
）
･故
一
（
初
代
中
村
重
助
）
ら
江

戸
の
役
者
達
に
よ
る
歌
仙
が
巻
か
れ
る
の
で
あ
る
。

─
─
 注

（
１
）『
役
者
大
鑑
』（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
一
〉
二
月
刊
）
で
は
団
十
郎
・
七
三
郎
と
宮
崎
伝

吉
と
な
る
。

（
２
）
飯
島
満「
初
世
中
村
七
三
郎
の
去
就
を
め
ぐ
っ
て
─
中
村
・
山
村
両
座
に
お
け
る
地
位

─
」（『
近
世
文
藝
』
第
四
十
九
号
、
一
九
八
八
年
十
一
月
）

（
３
）志
田
義
秀「
元
祖
中
村
七
三
郎
少
長
の
俳
句
と
句
碑
　
附
、生
嶋
新
五
郎
鉄
松
の
俳
諧
」

（『
俳
句
と
俳
人
と
』
修
文
館
、
一
九
四
二
年
）

（
４
）
今
泉
準
一
氏
「
中
村
少
長
追
善
句
集
『
の
こ
る
露
』（
資
料
翻
刻
）」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』

第
二
十
五
号
、
一
九
六
三
年
七
月
）
に
翻
刻
が
備
わ
る
。
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（
５
）『
役
者
全
書
』（
安
永
三
年
〈
一
七
七
四
〉
刊
）
に
「
役
者
俳
名
を
呼
ぶ
は
じ
め
は
元
祖

団
十
郎
覚
栄
居
士
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
楠
元
六
男
氏
「
享
保
期
俳
壇
の
周
縁
─
二
世

団
十
郎
の
俳
諧
─
」（『
享
保
期
江
戸
俳
諧
論
攷
』
新
典
社
、
一
九
九
三
年
）
は
初
代
団

十
郎
の
具
体
的
な
活
動
は
『
父
の
恩
』・『
犬
新
山
家
』・『
東
風
流
』
所
収
発
句
以
外
は

知
ら
れ
な
い
と
す
る
。

（
６
）（
４
）
解
題
。

（
７
）
拙
稿
「
江
戸
俳
諧
と
役
者
─
其
角
・
江
戸
座
の
交
流
圏
と
『
師
の
恩
』
へ
の
展
開
─
」

（『
国
文
学
研
究
』
第
百
九
十
四
号
、
二
〇
二
一
年
六
月
）。
な
お
、
同
稿
で
は
、
其
角
が

役
者
の
役
柄
を
句
に
詠
み
込
む
方
法
を
案
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
８
）『
の
こ
る
露
』
に
「
中
村
氏
七
三
郎
、
姓
は
天
津
。
行
年
四
十
七
」、『
野
郎
三
座
詫
』
に

「
七
郎
右
衛
門
一
子
中
村
七
三
郎
」
と
あ
る
。

（
９
）（
２
）
同
。

（
10
）
諏
訪
春
雄
「
元
禄
歌
舞
伎
三
都
の
芸
風
と
そ
の
形
成
」（『
日
本
文
学
』
第
二
十
五
巻
第

九
号
、
一
九
七
六
年
九
月
）

（
11
）
鳥
越
文
蔵「
元
禄
期
の
名
優
像
─
江
戸
の
役
者
中
村
七
三
郎
の
場
合
─
」（『
演
劇
学
』第

二
十
五
号
、一
九
八
四
年
三
月
。『
元
禄
歌
舞
伎
攷
』八
木
書
店
、一
九
九
一
年
に
再
録
）

（
12
）
飯
島
満
「
初
世
中
村
七
三
郎
の
出
自
」（『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
十
五
巻
第
四

号
、
一
九
八
八
年
二
月
）

（
13
）
里
圃
は
宝
生
流
の
能
役
者
沾
圃
の
弟
子
、
山
本
市
之
丞
か
と
さ
れ
る
。
沾
圃
は
磐
城
平

藩
主
、
内
藤
義
孝
（
露
江
）
の
兄
、
義
英
（
露
沾
）
に
仕
え
た
。

（
14
）
石
川
八
朗
氏
他
編
『
宝
井
其
角
全
集
　
年
譜
篇
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）
は
元
禄
十

四
年
〈
一
七
〇
一
〉
頃
の
こ
と
と
推
定
す
る
。

（
15
）
常
陽
は
七
三
郎
の
句
を
掲
載
す
る
『
華
担
籠
』
の
編
者
。『
陸
奥
鵆
』
に
も
肖
像
と
桃
隣

へ
の
餞
別
吟
「
古
人
の
跡
を
慕
ふ
と
や
／
陸
奥
の
は
な
に
千
鳥
も
声
有
歟
」
が
載
る
。

（
16
）「
七
化
け
」
は
狗
・
初
冠
の
殿
上
人
・
白
髪
の
老
人
・
禿
の
小
童
・
若
衆
の
六
方
・
女

の
怨
霊
・
猩
々
。
な
お
、『
歌
舞
伎
年
代
記
』
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
の
項
に
「
伝
に

曰
、
水
木
辰
之
助
も
俳
諧
に
志
ふ
か
く
、
其
角
の
弟
子
と
な
り
、
或
と
き
友
達
涼
み
に

行
と
て
、
さ
り
な
が
ら
羽
織
も
た
せ
ん
夕
す
ゞ
み
と
い
う
発
句
あ
り
と
か
や
。
女
形
の

情
籠
り
て
面
白
し
」
と
記
さ
れ
る
。
辰
之
助
の
俳
号
は
歌
蝶
。
其
角
は
辰
之
助
の
猫
の

所
作
を
「
花
の
夢
胡
蝶
に
似
た
り
辰
之
助
」（『
焦
尾
琴
』
同
十
四
年
刊
）、
一
世
を
風
靡

し
た
鎗
踊
り
を
「
辰
之
助
に
申
遣
す
／
煤
払
や
諸
人
が
ま
ね
る
鎗
お
ど
り
」（『
五
元

集
』）
と
詠
ん
で
い
る
。

（
17
）
鳥
越
文
蔵
「
中
村
七
三
郎
讃
─
「
十
能
都
鳥
狂
詩
」
の
紹
介
─
」（『
演
劇
学
』
第
二
十

三
号
、
一
九
八
二
年
三
月
。『
元
禄
歌
舞
伎
攷
』
に
再
録
）。
な
お
、
作
者
「
若
松
梅
之

助
」
が
鷺
水
で
あ
る
こ
と
は
長
谷
川
強
氏
『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
九

年
）に
指
摘
が
あ
り
、藤
川
雅
恵
氏「『
十
能
都
鳥
狂
詩
』を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」

（『
近
世
文
藝
』
第
八
十
二
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
は
「
梅
林
堂
華
渓
」（
序
）・「
不
粋

軒
輟
休
」（
跋
）
も
同
じ
く
鷺
水
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
18
）
其
角
と
鷺
水
と
の
直
接
的
な
交
流
を
示
す
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、

両
者
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
書
肆
井
筒
屋
庄
兵
衛
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
（
藤
川
雅

恵
氏
ご
教
示
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
調
査
を
し
た
い
。

（
19
）『
関
東
名
残
の
袂
』
巻
之
一
に
は
「
江
戸
下
り
の
駕
籠
に
は
、
京
難
波
の
色
さ
ま
方
よ

り
、
も
ら
ひ
た
め
し
起
請
百
三
十
五
通
、
切
髪
七
十
八
包
、
指
四
十
六
、
放
し
爪
五
十

七
、
そ
の
他
小
心
中
数
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。

（
20
）
大
江
良
松
氏「「
重
巽
宛
其
角
書
簡
」の
時
期
─
元
禄
十
二
年
説
と
十
三
年
説
─
」（『
山

寺
芭
蕉
記
念
館
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
其
角
は
重
巽
宛
書

簡
で
七
三
郎
の
江
戸
復
帰
を
「
い
ざ
ゝ
け
べ
、
七
三
下
着
と
」
と
報
じ
て
い
る
。

（
21
）
土
田
衛
「
大
阪
岩
井
座
『
太
山
寺
薬
師
開
帳
』
前
後
」（『
愛
媛
国
文
研
究
』
第
十
二
号
、

一
九
六
三
年
二
月
）

（
22
）
井
上
伸
子
「
初
代
中
村
七
三
郎
と
女
方
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
五
十
五
号
、
一

九
八
五
年
十
二
月
）

（
23
）
林
美
一
氏
『
好
色
赤
烏
帽
子
　
好
色
美
人
角
力
』（
有
光
書
房
、
一
九
六
六
年
）
は
元
禄

九
年
〈
一
六
九
六
〉、
近
江
屋
九
兵
衛
の
刊
行
か
と
推
定
す
る
も
の
の
、
藤
川
雅
恵
氏

「［
資
料
紹
介
］『
好
色
美
人
角
力
』
に
つ
い
て
」（『
青
山
語
文
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
〇

七
年
三
月
）は
林
氏
が
根
拠
と
す
る
広
告
を
掲
載
す
る「『
好
色
艶
天
狗
』の
刊
年
も
同

氏
の
推
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
定
か
で
は
な
い
」
と
疑
義
を
呈
す
る
。
小
寺
玉

晁
の
随
筆
『
難
廼
為
可
話

�
�
�
�
�
�
�

』（
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
成
）
巻
之
四
に
は
「
年
号
ハ
み

え
ね
ど
、
宝
永
元
の
印
本
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
改
め
て
考

え
た
い
。

（
24
）
松
尾
真
知
子
『
天
野
桃
隣
と
太
白
堂
の
系
譜
並
び
に
南
部
畔
李
の
俳
諧
』（
和
泉
書
院
、

二
○
一
五
年
）

（
25
）
酔
生
書
菴
人
「
好
色
本
作
家
桃
林
堂
は
俳
諧
師
桃
隣
な
り
」（『
好
色
ひ
と
も
と
薄
』
古

[15]
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典
文
庫
、
一
九
八
五
年
）

（
26
）『
水
ひ
ら
め
』
は
元
禄
十
一
年
〈
一
六
九
八
〉
六
月
、
江
戸
佐
藤
四
郎
右
衛
門
の
刊
行
だ

が
、
翌
月
に
不
角
が
板
元
と
な
り
再
刊
す
る
。
不
角
は
同
書
に
二
句
入
集
。
俳
諧
・
前

句
付
の
他
に
も
『
色
の
染
衣

�
�
�
�

』（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
刊
）
等
の
浮
世
草
子
や
地
誌

『
江
戸
惣
鹿
子

�
�
�
�
�

』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
成
）
と
い
っ
た
多
方
面
に
亘
る
著
述
も
試

み
て
い
る
。

（
27
）
長
谷
川
強「
解
題
」（『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
　
近
世
編
第
二
巻
　
浮
世
草
子
集
』

汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）。
た
だ
し
、
井
上
和
人
氏
「『
関
東
名
残
の
袂
』
考
─
そ
の

演
劇
的
趣
向
一
斑
─
」（『
関
東
学
院
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
第
百
三
十
三
号
、
二
〇
一

五
年
十
二
月
）
は
本
文
と
挿
絵
の
齟
齬
か
ら
不
審
が
残
る
と
す
る
。

（
28
）
水
谷
不
倒
氏
『
新
撰
列
伝
体
小
説
史
　
前
編
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
九
年
）
は
『
風
流
鏡

が
池
』を
含
め
、政
信
が
挿
絵
を
描
い
た
作
品
を
挙
げ
つ
つ
、「
或
は
此
中
に
政
信
の
作

も
い
く
ら
か
あ
る
に
相
違
な
い
」と
述
べ
る
。山
崎
麓
氏「
日
本
小
説
作
家
人
名
辞
書
」

（『
日
本
小
説
書
目
年
表
』
国
民
図
書
、
一
九
二
九
年
）
は
「
独
遊
軒
好
文
の
梅
吟
」
を

政
信
の
匿
名
と
す
る
。

（
29
）（
23
）
中
、
藤
川
氏
稿
。

（
30
）
赤
間
亮
「
最
初
の
赤
穂
義
士
劇
に
関
す
る
臆
説
」（『
歌
舞
伎
の
狂
言
』
八
木
書
店
、
一

九
九
二
年
）

（
31
）
復
本
一
郎
氏
蔵
。
同
氏
「
完
本
『
橋
南
』
に
つ
い
て
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
五
十
八

号
、
一
九
八
〇
年
一
月
。『「
俳
」
の
精
神
　
芭
蕉
か
ら
井
月
へ
』
沖
積
社
、
二
〇
一
三

年
に
再
録
）
等
に
解
説
が
あ
る
。
そ
の
他
、
同
氏
『
俳
句
忠
臣
蔵
』（
新
潮
選
書
、
一
九

九
一
年
）
及
び
拙
稿
「
赤
穂
義
士
追
善
へ
の
視
線
─
 七
回
忌
集
『
反
古
談
』
─
」（『
宝

井
其
角
と
都
会
派
俳
諧
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
32
）『
江
戸
吉
原
叢
刊
　
第
四
巻
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
に
筆
者
に
よ
る
解
題
・
翻

刻
が
あ
る
。

（
33
）杉
本
和
寛「
赤
穂
事
件
虚
構
化
の
方
法
と
意
味
─
享
受
者
の
視
点
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
冨

士
昭
雄
編
『
江
戸
文
学
と
出
版
メ
デ
ィ
ア
─
─
近
世
前
期
小
説
を
中
心
に
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
一
年
）

（
34
）『
高
名
太
平
記
』
に
先
立
ち
、『
御
伽
百
物
語
』（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉
刊
）
で
も
赤

穂
事
件
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
藤
川
雅
恵
氏「
鷺
水
の〈
近
代
〉─『
御
伽
百
物
語
』論

─
」（『
日
本
文
学
』
第
四
十
七
巻
六
号
、
一
九
九
八
年
六
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ

は
『
傾
城
武
道
桜
』
に
次
ぐ
、
極
め
て
早
い
時
期
に
出
さ
れ
た
赤
穂
事
件
関
連
の
浮
世

草
子
と
な
る
。

（
35
）（
４
）
解
題
。

（
36
）
井
上
伸
子
「
江
戸
の
役
者
」（
浅
野
晃
他
編
『
講
座
元
禄
の
文
学
　
第
四
巻
』
勉
誠
出
版
、

一
九
九
三
年
）

（
37
）（
４
）
解
題
。

（
38
）
楠
元
六
男
氏
「『
素
堂
発
句
　
白
蓮
集
解
説
（
万
延
元
年
　
馬
場
錦
江
著
）
翻
刻
」（『
芭

蕉
と
素
堂
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
な
お
、
素
堂
の
「
た
き
さ
し

や
」
句
は
『
俳
諧
五
子
稿

�
�
�
�

』（
安
永
四
年
〈
一
七
七
五
〉
刊
）
中
『
山
口
素
堂
句
集
』
に

は
「
悼
少
長
／
烓
さ
し
や
歯
朶
の
中
よ
り
こ
ぼ
れ
梅
」
と
の
句
形
で
載
る
。

（
39
）
正
木
ゆ
み「
宇
治
座
の
浄
瑠
璃
と
江
戸
歌
舞
伎
と
の
交
流
─
初
代
中
村
七
三
郎
と
の
関

連
を
中
心
に
─
」（『
近
世
文
藝
』
第
五
十
八
号
、
一
九
九
三
年
七
月
）

（
40
）（
３
）
同
。

（
41
）（
３
）
同
。

（
42
）『
古
今
役
者
四
季
発
句
合
』
に
よ
る
。
と
す
る
と
、『
の
こ
る
露
』
編
者
の
藤
橋
は
、
あ

る
い
は
父
の
中
村
明
石
清
三
郎
か
。

※
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
藤
川
雅
恵
氏
に
は
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
愛
知
県
立
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
は
ご
所
蔵
資

料
の
図
版
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
と
も
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ

る
。

※
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
  (C)19K00332・
代
表
　
中
嶋

隆
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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